
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年２月２８日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

発泡ポリウレタン噴射包装機（現場発泡ポリウレタン包装シス

テム） 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、梱包現場においてポリウレタンを発泡させ、梱包用の緩衝材を作るも

のである。 

ダンボール箱の底にフィルムを敷き、発泡剤を注入してフィルムで包み込む。そ

の上に梱包する製品を置き、当該製品に２枚目のフィルムを覆い被せて発泡剤を注

入。発砲した緩衝材をフィルムで包み込み、段ボールの蓋を閉じる。 

 

○構造、仕様、意匠 

 ドラム缶に入った発泡原液Ａ及びＢ液を、それぞれ電気ポンプ（ＤＣ１８０Ｖ、

６００Ｗ）で汲み上げ、ヒーターホース（２００Ｖ、１.７ｋＷ）を通過する間

に６５℃に加熱し、ディスペンサー部で混合して吐出する。 

 Ａ及びＢ液の液温調整等は、コントロールボックスによって調整が可能。 

 定 格：２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、４.８ｋＷ 

 

○主な使用者、販売先 

製造事業者、梱包事業者、物流事業者 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、「包装機械」又は「荷造機械」に類するものであるが、定格消費電力

が５００Ｗを超えていることから、非対象となる。 

 


